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資 料 ６－２    

令和５年８月８日 

第５回・第６回ボランティア活動推進協議会“専門部会”検討結果報告 

 

協議会専門部会では、令和５年５月２３日に開催された第５回ボランティア活動推進協議会からの下命に対する報告に向け、これまで２回にわたり専門部会を

開催し検討を行ってきた。今回はその中で協議をしたビジョンの基本構成や素案について、下記のとおり報告する。 

 

記 

１ 開催状況                           

＜第５回専門部会＞令和５年６月９日 

   ■ビジョン素案に記載する項目・内容の精査をした。 

  ＜第６回専門部会＞令和５年７月６日 

■今までの協議内容をビジョンの素案としてまとめた。 

 

２ 「いたばし総合ボランティアセンター運営ビジョン２０３０」（素案）の基本構成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「いたばし総合ボランティアセンター運営ビジョン２０３０」（素案） 

   別紙のとおり 

 

ミッション＝使命 
（使命・存在意義・理念・役割） 

➡ボラセンが何のために存在しているのか 

 

【例：目次】 

〇 策定の背景と目的 

〇 社会の変化や動向 

〇 これまでの成果と課題 など 

 

ビジョン＝実現したい未来 
（展望・理想像・未来像・方針） 

➡ボラセンがどんな未来を実現したいのか 

 

【例：目次】 

〇 将来像 

〇 基本理念 

〇 運営方針 など 

 

バリュー＝価値 
（共有する価値観・行動指針） 

➡ボラセンがどうやって使命・役割を果たすのか 

 

【例：目次】 

〇 プラットフォームの構築 

〇 プラットフォーム構築のための方策 

〇 プラットフォームに期待する役割  など 

第１章 ビジョンの作成にあたって 第２章 ビジョンの基本的な考え方 第３章 今後の方向性について 


